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多可町加美区
箸荷地区

多可町加美区北部は杉原谷と呼ばれ、兵庫県

重要無形文化財に認定された和紙「杉原紙」の

発祥の地です。杉原紙は、鎌倉幕府の公用紙と

して用いられていました。
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（令和６年８月現在）

･世帯数 ７４戸

･人 口 １９２人

･高齢化率 ４０.６％

(６５歳以上が７８人)

･水稲面積 １３.１ ha

･水稲作付農家数 ２４戸

多可町加美区箸
はせ

荷
がい

の概要



いきいき箸荷の概要

協定農用地 22.8ha
うち田 22.0ha
うち畑 0.8ha

農業用施設
開水路 13.8km
ため池 5箇所
農道 5.0km

構成員数 58人（うち農業者50人）
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組織構成

農会

自治会
むらづくり
委員会

老人クラブ

子ども会

箸荷営農組合
箸荷牧場

消防団

いきいき箸荷いきいき箸荷
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婦人会



農地維持活動・資源向上活動(共同活動)
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点検・機能診断 水路の草刈り



農地維持活動・資源向上活動(共同活動)
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遊休農地発生防止 鳥獣害防護柵の保守管理



農村環境保全活動
～植栽等の景観形成活動～
（景観形成・生活環境保全）

景観形成による地域づくりとして花苗を植栽①
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農村環境保全活動
～植栽等の景観形成活動～
（景観形成・生活環境保全）

景観形成による地域づくりとして花苗を植栽②
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多面的機能の増進を図る活動

五穀豊穣を願う百々手(ももて)祭りを開催
～農村文化の伝承を通じた農村コミュニティの強化～
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多面的機能の増進を図る活動

村芝居

～農村文化の伝承を通じた農村コミュニティの強化～

平成５年 消防団による劇団「箸消興行」結成
し、村芝居を復活

平成14年「第1回全国むら芝居サミット」開催
（コロナ以降は休止中）
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資源向上活動（長寿命化）

水路の補修（写真）
（一部直営施工）
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環境創造型農業の推進
（箸荷営農組合）

土づくり
地元牧場産の堆肥で団粒構造の肥沃な農地に改良

化学成分低減
環境対策として化学肥料と化学農薬の５割低減を実現
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箸荷のむらづくり活動

箸荷景観むらづくり協定
兵庫県が認定する住民協定制度の第１号
平成１２年１２月１日締結
平成１３年 ２月９日認定
平成２２年１２月１日改訂

有効期間 平成22年12月1日から50年間
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箸荷のむらづくり活動

集落新聞
「箸荷だいすき」

村落史
「加美町箸荷村落史」

年４回発行（３･６･９･12月） 平成７年１０月１日発行

16



箸荷バイオガス発電所構想
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 県内初、民間企業のバイオガス発電施設整備計画
 （株）箸荷牧場の家畜糞尿を利用し、発酵させたメタンガ
スで発電。発電量は年間で一般家庭約200世帯分→CO2削
減

 発電時に出る液状の堆肥は、有機肥料として地元農家に配
られ資源の地域内循環を目指す。



将来の展望

今後も箸荷景観むらづくり協定を守り、景観に
配慮したむらづくりを進めていきます。

人・農地プランの実質化を完了。地域計画を令
和６年度中に策定予定。地域農業を支え合う持
続可能な共同体制を確立します。
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